
埋蔵文化財最新発掘調査情報

◆朝霞市では、現在69か所の遺跡が存在しています。

川や緑が多く都心にも近い朝霞市においては、宅地造成やマンション建設など大規模開発工事が多いため、記録保存のための発掘調査が数

多く行われています。そのなかで、最新の調査成果をお伝えします。

調 査 地：朝霞市宮戸四丁目地内

期 間：令和２年８月２４日～１２月１１日

調査面積：４６６．６０㎡

人部・峡遺跡第１４地点

◆今回の調査では、旧石器時代の生活跡、屋外炉、住居跡、古墳の

周濠、土坑、ピット、溝跡、道路状遺構が確認されました。

遺物は、旧石器時代の石器・礫、縄文土器、弥生土器、土師器、

須恵器、陶磁器、土製品、鉄製品、石器が出土しました。

旧石器時代から中・近世まで非常に幅広い時代の遺構・遺物が確

認されました。旧石器時代には、剥片（石器を作るときに生じる石

の破片）や焼けた石が多く含まれた礫群といった当時の調理施設跡

が出土していることから、この地を拠点に生活をしていた可能性が、

縄文時代にはファイヤーピット（屋外炉）が見つかったことから

キャンプ地として利用されていたことも推測されます。弥生時代に

は住居跡が確認され、周囲の調査地点でも同時期の住居跡が多く見

つかっていることからムラが営まれていたことが推測できます。さ

らに古墳時代には隣接する峡山古墳の周濠の一部が検出されたほか、

円墳が１基確認され、在りし日の内間木古墳群は、想像以上に密に

古墳が造られていた可能性が考えられます。

本調査地点は北側は荒川方面を南側は黒目川を見下ろすことがで

き、また冬の晴れた日には富士山も見ることができる立地です。こ

のような好立地であることも、旧石器時代から中・近世、そして現

代までと人々の生活が連綿と営み続けられる条件の一つなのかもし

れません。
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©むさしのフロントあさか人部・峡遺跡第14地点から南西方向を臨む

人部・峡遺跡第１４地点 位置図

いい景色だね～

ブリッジ（陸橋部）を持つ円墳


